


 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申込者（団体でまとめて申込みされる場合は、参加される方々のうち代表してお一人をお書きください。） 

 ふりがな  

 
お名前  

 
住所 

〒   －     

 

 
電話  FAX  

 
E-mail  

 団体・所属 

（あれば） 
 

申込者以外の参加者のお名前
ふ り が な

 

複数人でまとめて申込みの 

場合に記入 

１  ３  

２  ４  

 ご記入いただいた個人情報は、当事業のほか市民活動・共創の推進に関する事業のご案内以外には使用いたしません。 

【申込書提出先】 高岡市共創まちづくり課  〒933-8601 高岡市広小路７番 50 号 

FAX:0766-20-1641 E-mail:kyosomachi@city.takaoka.lg.jp 

第１回つなひろ交流会では、こんなことをします！ 

市民共創チャレンジ事業の中間報告 

５つの実施団体が、これまでの活動状況についてポスターセッション方式で報告します。 

参加者は、自分の興味のある団体のところへ行って報告を聞いたり質問したりします。 

 

参加者みんなで「こんな高岡にしたい」を考える 

「フィッシュボウル」での話し合いをもとに、 

「オープンスペーステクノロジー」という手法で話し合います。 

各団体の報告事業 

〇 シシ年令和元年地域の獅子舞継承・振興  〇 牧野校下多文化共生＊交流事業 

〇 対話による無業者支援「高岡型」ネットワーク構築事業 

〇 住み慣れた地域で暮らし続けるために～住民主体の地域包括ケア～ 

〇 「語り継ぎたい昭和の福岡町」発掘・活用プロジェクト 

①まず、自分の考えを言いたい人が円になって話し合いをします。 

他の参加者はその円の外側に大きな円を作り、話し合いを聞きます。 

②その後、「話し合いに参加したい」と思った人は、自由に内側の円の 

空席に座って話し合いに加わります。 

※ここでは自分の考えを述べずに話を聞くだけでもかまいません。 

STEP２ 

… 参加者が座っている席 

… 空席 

あ

「フィッシュボウル」という手法で話し合います。 STEP１ 

*多文化共生とは･･･ 
国籍や民族などの異なる人々が、

文化的違いを認め合いながら、 

地域で共に生きていくことです。 

令和元年度 

第１回たかおか共創つながるひろがる交流会 参加申込書 
団体でまとめての申込み
もできます。 

①数名がテーマ提起者になります。提起者にはだれもがなれます。 

②他の参加者は関心のあるテーマ提起者のところに集まり、テーマごとのグループになります。 

③グループごとに、テーマについて自分の思いや具体的な考えなどを自由に話し合い、深め合います。 


